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論文内容の要旨

我が国の C型肝炎ウイルス(以下， HCV) キャリアにおける，肝細胞癌(以下， HCC) への累積発症頻度(累積擢

患リスク)を推計すること。

[方法ならびに成積]

1 )推計の方法:年齢 t における，ある疾病の擢患率を 1 ( t )とすると，年齢 t 1 からむまでの累積擢患リスク ( R) は，

R=l-exp( -JW(t)dt)=l-exp( 年齢階級別擢患率の合計)

と近似できる。この式を用いて HCV キャリアにおける年齢 tlから t2 までの HCC の累積擢患リスクを求めるため

に， HCV キャリアでの性・ 5 歳年齢階級別肝細胞癌擢患率を計算した。この擢患率は，分母を大阪府一般住民での

HCV-RNA 陽性率とし，分子を大阪府での HCV-RNA 陽性 HCC 擢患率として推計した。

2 )大阪府の献血者における HCV-RNA 陽性率の計算: 1) で述べた「分母」を得るために，①1992年 2 月 -----10月に，

大阪府赤十字血液センターで献血をした45-----64歳の献血者62.280人での HCV 抗体 (2nd PHA 法)スクリーニング

の成績を把握し，性・ 5 歳年齢階級別に陽性率を計算した。これに②同法の陽性的中率と，③同法の感度の逆数と

を乗じて，大阪府の献血者における性・ 5 歳年齢階級別 HCV-RNA 陽性率を計算した。これを大阪府一般住民での

それと見なした。

3 )大阪府での HCV-RNA 陽性 HCC 擢患率の計算: 1) で述べた「分子J を得るために，①大阪府における原発性肝

癌の性・ 5 歳年齢階級別擢患率に，②原発性肝癌に占める HCC の割合と，③ HCC 患者での性・ 5 歳年齢階級別 HCV

抗体陽性率 (1st ELISA 法)と，④同法の陽性的中率と，⑤同法の感度の逆数とを乗じた。①および②は，大阪府

がん登録資料から計算した。③は，大阪府立成人病センター他関連 5 病院に1990年-----91年に入院した422名の HCC

患者での HCV 抗体の成績を収集して求めた。④および⑤は，林らの報告を引用した。

4) HCV キャリアにおける，性・ 5 歳年齢階級別 HCC 擢患率の成績: 2) および 3 )を用いてこれを求めた。男では

45-----49歳で10万人年当たり 453 となり， 55-----59歳では， 2 ， 772に達していた。女では45-----49歳で10万人年当たり 179 と



なり，この擢患率は加齢とともに増加し， 60"'64歳では634 となった。

5) HCV キャリアにおける， HCC の累積擢患リスク: 4) で得られた成績を 1 )の式に代入してこれを推計した。その

結果， 45歳の男性 HCV キャリアが，もし HCC 以外の病気で死亡しないとすれば，この者が64歳までに HCC に擢

患する確率は， 30% となった。 50歳の女性 HCV キャリアが，もし HCC 以外の病気で死亡しないとすれば，この者

が64歳までに HCC に擢患する確率は， 6% と推計した。

[総括]

HCV キャリアが将来どの程度 HCC に擢患するのかを明らかにするためには，多数の HCV キャリアを長期間観察

しなければならず，その結果は未だ報告されていない。そこで，大阪府下の HCV と HCC に関する複数の疫学的デー

タを収集し，これを基に推計をした。その結果， HCV キャリアの HCC 累積擢患リスクは，男では30% (45"'64歳) , 

女では 6 % (50"'64歳)となった。我が国は世界で最も肝細胞癌擢患率の高い国の 1 つであること，わが国の肝細胞癌

発症に寄与する環境要因の 8 割が HCV の持続感染であること，肝細胞癌はいわゆる難治がんであることを考え合わ

せると， C型慢性肝炎患者に対するインターブエロン療法の導入を初めとする， HCC 発がん予防対策を強力に推進す

る必要がある。

男性の HCV キャリアは女性のそれに比べ， HCC 累積擢患リスクが高かった。肝細胞癌のリスクファクターである

多量飲酒および喫煙の防止を初めとした，男性の HCV キャリアに対する発癌予防のための健康教育を推進する必要

があると考えられる。

論文審査の結果の要旨

我が国には約150万人の C型肝炎ウイルス持続感染者 (HCV キャリア)がいると推定されている。本研究者は，大

阪府赤十字血液センターで献血をした62 ， 280人の HCV 抗体検査の成績，大阪府がん登録における 4 ， 506人の肝細胞癌

患者の登録データを基に集計した肝細胞癌擢患率，大阪の 6 つの専門病院で肝細胞癌の治療を受けた422人の HCV 抗

体検査の成績を恒握し，これらを用いて HCV キャリアにおける肝細胞癌累積擢患リスクを推計した。

推計方法は，年齢 t 1 から tn になるまでの間に，ある疾病に擢患するリスク (R) は，その疾病の擢層、率をI(t) とす

ると，

R=l-exp[ -n~I(t)dt)引 -exp〔 -E(年齢階級別擢患率)) 

と表すことができることから，上記の調査データをこの式に当てはめ，算出した。その結果， HCV キャリアが50歳か

ら 64歳になるまでの聞に肝細胞癌に擢患するリスクは，男28%，女 6%であることが示された。

本研究は，追跡調査による HCV キャリアの肝細胞癌累積擢患率が報告されていない現時点において HCV キャリ

アの肝細胞癌発癌の程度を示した点で，貴重な研究であり，学位の授与に値すると考えられる。




